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燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
に
は
、
家

庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
の
約
4

割
を
占
め
る
、
生
ご
み
の
資
源
化
な

ど
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
は
、
大
山
自
治
会
の
皆
さ
ん
と

協
働
で
、「
生
ご
み
分
別
・
資
源
化

モ
デ
ル
事
業
」に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
モ
デ
ル
事
業
が
終
了
し
た
現

在
も
、
引
き
続
き
大
山
自
治
会
の
皆

さ
ん
に
は
生
ご
み
分
別
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月
２
０
０
０
㌔
㌘
の
良
質
な

生
ご
み
を
収
集
・
資
源
化

　

こ
の
事
業
で
は
、
た
い
肥
化
で
き

る
生
ご
み
を
専
用
の
バ
ケ
ツ
に
分
別

し
て
収
集
し
、
貝
殻
・
骨
・
種
な
ど

た
い
肥
に
な
り
に
く
い
生
ご
み
の
み
、

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
季
節
に
よ
っ
て
変
動
は

あ
り
ま
し
た
が
、
全
期
間
を
通
し
、

良
質
な
生
ご
み
を
月
に
2
0
0
0
㌔

㌘
程
度
収
集
で
き
ま
し
た（
グ
ラ
フ

1
は
平
成
25
年
度
の
推
移
）。
事
業

期
間
全
体
で
は
約
7
6
8
5
0
㌔
㌘
。

こ
れ
ら
の
生
ご
み
が
清
掃
工
場
に
搬

入
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
た
い
肥
の
素

の
発
酵
促
進
材
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
大
山
自

治
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
大

き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

●
た
い
肥
は
団
地
内
の
花
壇
に　

総

合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ

た
た
い
肥
を
大
山
団
地
の
花
壇
に
施

肥
。
こ
の
事
業
の
成
果
と
し
て「
見

え
る
化
」が
図
ら
れ
て
い
ま
す（
左
上

写
真
）。

燃
や
せ
る
ご
み
が
減
少

　

今
回
の
調
査
で
は
、
前
回
に
比
べ
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
総
量
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
2
）。
昨
年

11
月
か
ら
の
家
庭
ご
み
戸
別
収
集
・

有
料
化
の
実
施
や
、
大
山
自
治
会
の

皆
さ
ん
が
高
い
意
識
を
持
っ
て
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が

そ
の
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
モ
デ
ル
事
業
の
概
要　

▼
モ
デ
ル

地
区
＝
大
山
団
地（
都
営
上
砂
町
1

丁
目
ア
パ
ー
ト
）1
〜
13
号
棟
▼
対

象
世
帯
＝
約
5
5
0
世
帯（
協
力
率

71
・
4
％
）▼
事
業
期
間
＝
平
成
23

年
2
月
〜
平
成
26
年
3
月（
3
年
2

か
月
）▼
収
集
日
＝
毎
週
火
曜
日
と

金
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
分
別
・
収
集
方
法
＝
協
力
世
帯
は

配
布
し
た
バ
ケ
ツ
を
利
用
し
、
燃
や

せ
る
ご
み
と
分
け
て
保
管
し
た
生
ご

「
生
ご
み
分
別
・
資
源
化
モ
デ
ル

事
業
」の
調
査
結
果
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市
は
、
私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て

い
る
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
に
、
所

得
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
幼
稚
園

（
市
外
幼
稚
園
も
含
む
）に
通
園
し
て

い
る
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯（
所
得

制
限
あ
り
）▼
申
請
方
法
＝
通
園
し

て
い
る
幼
稚
園
が
配
布
す
る
調
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
幼
稚
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
幼
稚
園
か
ら
調

書
が
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
、
子
育

て
推
進
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

子
育
て
推
進
課
子
育
て
推
進
係
・

内
線
1
3
4
1

　

市
は
、
年
1

回「
た
ち
か
わ

し
環
境
ブ
ッ

ク
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。
こ

の
冊
子
は
、
立

川
市
に
お
け
る
環
境
実
態
や
市
民
・

市
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
環
境
関
連

活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
環
境
活
動
の
P
R
の

場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

環
境
対
策
課（
市
役
所
2
階
）で
配

布
し
て
い
る「
環
境
活
動
P
R
用
紙
」

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

8
月
29
日（
金
）ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か

E
メ
ー
ル
で
環
境
対
策
課
・
内
線
2

２
４
３
（
５
２
４
）２
６
０
３

ka
nkyoutaisaku@

city.tachikaw
a.

lg.jp

へ

　先月と今月、「燃やせないごみ」に混入していたスプレー缶
が原因で収集車内での火災事故が発生しました（下写真）。
　中身が残ったままのスプレー缶やカセットボンベは、
収集・処理する過程で、爆発や火災事故が発生する原因
となり、大変危険です。
●ごみ出しの前に次のチェックを　▶缶を振って音を聞
く（ガスが残っていると「シャカシャカ」と音がします）▶
中身を使い切る▶火の気がない屋外で缶に穴を開ける▶
「缶」の収集日に出す
　ご協力をお願いします。
問ごみ対策課☎（53
1）5518

「たい肥の素」と衣装ケースを使用し
て、家庭のベランダなどでたい肥づ
くりをする方を引き続き募集してい
ます。たい肥の素は市内の家庭から
出されたせん定枝を収集・処理した
ものです。申し込んだ方には、たい
肥の素を自宅までお届けします。
申電話か、住所・氏名・世帯の人数
・電話番号を書いてファクスまたは
Eメールで、ごみ対策課ごみ減量推
進係・内線6757Fax（531）5800 e gom
itaisaku@city.tachikawa.lg.jpへ

　市は、生活保護や児童扶養手当の
受給世帯など、一定の要件に該当す
る世帯を対象に、ごみ処理手数料の
減免として家庭ごみ指定収集袋を交
付しています。
　今年度（11月〜平成27年10月）の
減免申請臨時窓口を10月中旬に開
設します。対象となる世帯の方には
原則として申請と同時に袋も交付し
ます。また、減免要件に該当する可
能性のある世帯には9月下旬に申請
書用紙を送付する予定です。
　なお、平成26年10月分までの減
免申請は現在も受け付けています
（すでに減免決定を受けた方を除く）。
くわしくはお問い合わせください。
問ごみ対策課ごみ対策係・内線67
51

み
を
生
ご
み
専
用
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ト
の
中
に
投
入
。
収
集
日
に
カ
ー
ト

か
ら
収
集
し
ま
す
。

８
月
か
ら
大
山
自
治
会
全
体

で
実
施
へ

　

大
山
自
治
会
で
は
8
月
か
ら
、
生

ご
み
の
分
別
を「
生
ご
み
分
別
・
資

源
化
事
業
」と
し
て
大
山
自
治
会
全

体
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。
事
業

拡
大
後
に
想
定
さ
れ
る
協
力
世
帯
は

現
在
の
約
2
・
5
倍
と
な
り
、
大
山

自
治
会
全
体
で
、
大
規
模
集
合
住
宅

と
し
て
の
生
ご
み
資
源
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
今
後
も
、
大
山
自
治
会
に
お

け
る
生
ご
み
の
分
別
収
集
の
状
況
や
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
排
出
量
な
ど
の
デ

ー
タ
を
集
め
、
生
ご
み
処
理
方
法
に

つ
い
て
研
究
を
継
続
し
ま
す
。
な
お
、

本
事
業
の
状
況
は
、「
広
報
た
ち
か

わ
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
生
ご
み
分
別
・
資
源
化
事
業
の
概

要　

▼
対
象
地
区
＝
大
山
団
地（
都

営
上
砂
町
1
丁
目
ア
パ
ー
ト
）1
〜

26
号
棟
▼
対
象
世
帯
＝
約
1
4
7
0

世
帯
▼
収
集
日
＝
毎
週
火
曜
日
と
金

曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）▼
分
別
・

収
集
方
法
＝
モ
デ
ル
事
業
と
同
様

評
価
報
告
書
を
作
成

　

市
は
、「
生
ご
み
分
別
・
資
源
化

モ
デ
ル
事
業
」の
検
証
を
通
じ
、
本

市
の
生
ご
み
資
源
化
の
方
向
性
を
示

し
た「
生
ご
み
分
別
・
資
源
化
モ
デ

ル
事
業
」評
価
報
告
書
を
作
成
し
ま

し
た
。
本
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
、
清
掃
工
場
、
市
役
所〔
環
境
対

策
課（
2
階
）と
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
3
階
）〕で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

約46.2％
の減量

平成25年4月～平成26年3月

スプレー缶・カセットボンベは
穴を開けて「缶」の収集日に

家庭での生ごみ資源化に
ベランダたい肥づくり

家庭ごみ指定収集袋の減免申
請臨時窓口を10月中旬に開設

問
ご
み
対
策
課
ご
み
減
量
推
進
係
・
内
線
6
7
5
7


